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§ は じ め に
EPMA(electron･probeX-raymicroanalyztl)
を使用して,造岩鉱物の定量分析を行う場合,莫大な迫
のデータが ,アウ トプットされる.
例えは,5種類の鉱物について.9元,i-:(Si,Ti,
Al,Ft>.Mn,Mg,Ca,Nil,K)を各鉱物ごとに10点
ずつ,各元素毎に5回ずつ測定する場合を考えてみよう.
スタンダー ド及びスタンダー ドのバ ックグラウンドの
測定で.5×9×4個,一つの鉱物については,バ ソクグ
ラウン ドの測定もため,5×9×10+5×9×2個.結FL,),
この場合には,5×9×4+(5×9×10+5×9)く2)×5-
タを.後にのべる計算に従って処理する場合,卓 L計算
器を使用すれば,約104Fn]のキ-操作を必要とし,約2n
時間程デ-タ処理に費す事になる.Lかも, キー操作 上
のミスもあり,全ての計算結果が完全に,1二確に処丹で
きるとは言いがたい.
コンピューターを使用して,データ処ftEを行う場合で
器で行い.それらの補正した値をコンピュータ -ーで処f71!
するというシステムを採用する限り,コンビュ-タ-に
インプッ トするデータは,9×50-450lLlqあり,それを
パ ンチしなければIj:らない,又,車ヒ計界器で不感矧 F'i】
の補正,バックグラウンドの補正を行う訳であるから,
この部分についても,2,880偶のデ-タを処理 しなけれ
ばならないのである.このシステムでも,全ての処fli!を
卓上計算器で行うシステムとは,労力の上からも,i(l:_
確さの上からも,I工十歩百歩である.
今回の試みは.当研究所に導入された小JTJコンビ1-
ター (OKITAC 4500C)を使用して.EPMA (JXA
-5A)からアウ トプッ トされる大量のデータを迅速にか
つ,lf_確に,処托 しようとする試みである.この試みで
は,EPMAから紙テ-プにサンfLして, アウ トフ~ソト
されたデ_矛を,コンピューターの外部表現 (ISO
CODE)に変換 し,データ処理プロクラムに従って編集
し,【汁算終7まで.約2相川で行えるようになった.
1/1Fに､このEPMAデータ処糟の{;力化の試みをのべ
る.
§ BLCCX DIAGRAM
EPMA(JXA-5A)で測定 して,計算結果を手にする
までの手順は次のJ重りである.
1 測定.
2 デ-タのアウ トプッ ト.
3 JEOL CODEを ISO CODEに変換.
4 データの編態.
5 計算.
6 .汁等結果をアウ トプ ット.
1辻卜の手順を図 ユに,フロックダイアグラムで示す.
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*JEOL CODEで表現されている
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§ 測 定
当研究所では,3元素同時測定可能なEPMAを使用 し
ており,l元素につき5回測定を行い,1回ずつの測定
値 (10秒間におけるカウント数)に, 不感時間瑚甫正を
加えるという方法をとっている.スタンダー ドについて
は,定量分析しようとする鉱物の分析の前後に測定する
1番目に測定した鉱物に対するスタンダー ドの値は,最
初に測定 したスタンダー ドの値と最後に測定 したスタン
ダー ドの値との比例配分で求めている.
バ ック ･グラウンドの測定に関しては,測定 している
元素に対 して,最大の強直を示すスペクトロメ-タ-の
位置から,長波長側,短 波長側にそれぞれ,適当量ず ら
ISO CODE
0 o●●〇･〇〇〇
1 ●○●○｡○○●
2 ●○●●○｡○●0
3 00●●○●○●
4 ●○●●○｡●00
5 00 ● ●○●
6 00●○｡●●07 ●○●●○｡●●
8 ●○●●｡000
9 00 ●○○●
し,長波長側のカウント数と短波長側のカウント数との
比例配分で求めた値を採用 している.
§ コード変換
当研究所のEPMAには,アウ トプット装置としてオン
･ライン･テレタイプが付属 している.このテレタイプ
は,JEOLCODEで測定したデータを紙テープにサン
孔する.このJEOLCODEでかかれたデ-タを,OK
ITAC 4500Cのコー ド(ISO CODE)に変換 しな
ければならない.今回の試みでは,COT)E変換に,沖電
気岡山営業所 森本誠二氏作成のCODECONVERT
pROGRAMM㌔ を使用した.
JEOL CODE
●○●○●〇〇〇
●○●○●○○●
●○●●○●○●○
●○●●○●○●
●○●●○●●○○
●○●●○●●○●
●○●●○●●○
●○●●○●●
●○●●●〇〇〇
●○●●○○●
●puNCH
O NO‖-PUNCH
Fig･2
*OKITAC LOADER 45B言語 (機械語)で記述されている.
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§ データ処理の基本式
この試みでは,1)DEAD TIME補正 2)BACK
GROUND補正 3)BENCE &ALBEEの方li:'lJによ
る補正,4)示性式
の以上4つの計算を行う.以下に計算式を順にのべる.
1)DEAD TIMEの補正
A元素について,L番目 (一つの元素について,この
試みでは,5r‖]ずつ測定する)の測定の1秒間における
カウント数をC子とする.C蓋)*を別封 におけるAノ己
某に対するカウント数を不感時間の補正を行った5Ln】測
定の平均値とする.
〃を 1秒間当りの不感時間とすると次の式が成立する.
C会]-iJ享1
C子
1-Cチ･FL
(1)
2)BACK GROUND
バックグラウンドは,最大のピークを示すスペクトロ
メーターを動かした時にキャッチされるカウント数を使
って接線法によって求めている.
最大のピ-クを示すスペクトロメ-タ-の位吊から,
+側にβA+ (mm).一側にβA- (mm)ずらし,+,
一例でそれぞれ,C去+,C蓋~の伯をとるとする**(
図3)
l
測点十で.バックグラウンド補正を行った値をCilBとす
ると次の式が成立する.
3)BENCE &ALBEE法による補正
1) .2)で全ての測点において,不感時間の補正,
バックグラウンドの補正を完了した.
1),2)の補正を行ったA元素のスタンクー ドの値
をSAとする･*** &1J/点jでのA元素の相対強度# JA･0
とすると,次の式が戒立する.
KJ4･0-sjI
C蓋も･WA
(Sf一武)(I-1)/(Nll) (3)
ここで,WAは,ワーキングスタンダー ドのCA/値を示
し,Ⅳは,全測点数を示す.
BENCE &ALBEE法による補正をn回行うと, 刺
負 )でのA元素の値や 1について次の漸化式が成立する･
＼
可 ,叫 1
K]･OKJ2,0 0
?
?
冒.::
?
? ??
?
??
ここで 〔α〕は.BENCE & ALBEE法で示された
経験的補正パラメ-タ- (α factor)αE,OXを要素
とする行列 (j行3'列)であり,BENCE & ALBEE
の値,Nakamura& Kusliro③(1970)の値のどち ら
でも使用できるようにした.又,この捕d:_はn-10まで
打 っ た.****
4)示性式
測点ノが鉱物Xであり,駿素数Nで示性式を計算する.
全ての補正計算が完了した測点JでのA元素の零墨%を
*サフィックス)は測点と,測定lrn-序を示す.
･*C告~,C蓋+は(i)のDEAD TIME補正を行った値･これは･チ捕 物ごとに (スタンダードも領 )て)求め
る.
***スタンダ- ドは,鉱物の分析の前後に測定する.鉱物分抑E佃 二側Eji;したスタンク- ドの値をS子とし,宿
後に求めたスタンク- ドの値をS昔 で示す.****αE.Oxは元素Eの溌するX掛 二対して硬化物0Xが与える吸収,蛍光効架を梢1仁する経験的係数.
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KA･10,又,酸化物の形でA元素をA7u" lAの形で表わす .酸
化物の分子量をWAと表現すると.次の式が成立する.
FAJ･X-
KA･JlO
M'.AN7nA
E 竺 ど IA
A wA
(5)
ここで,巧 Ⅹは鉱物Xで･示性式に直した時のA元素
の値を示す.
これで全ての計算が完了した.
§ FLOW CHART 及び Pm AMME
以上のべた計算手順に従って,FLOW CHART (図
4)とPROGRAMME (図5)を示す.
このFLOW CHARTとPROGRAMMEは,9元素用
(Si,Ti,Al,Fe,Mn,Mg,Ca,Na,K)であり,
演算を桁度よく行うために,倍精度実数型を採用 してい
るが,演算結果は単精度型で印字するようになっている.
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EPMA DATACOMPUTATrON
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川 等 智 佑
EPMA DATA 処確の半自動化の試み 13
14 吊 器 智 佑
ClK｢｢AC 4500 Fr)fiTRAN 59URCE PRdGRAM LrST DATE 7J/12/27 PAGE OOO5 VER-N0 5.10
ERROR Cqr)E 5TATEMENr
40 1F(lT｣T-1)43I44t43
44 DATA(NOINAl)=MEAN(H
OATA(NOINA2)=MEAN(2)
DATA(～(1I,NA3)≡MEAN(3)
GO T0 42
L15 N=いIAPIE(Nnl
lNTl=川 T-1
ruCK(～-川TI'NAl)=MEAN(1)
FjA〔K(NllNTIINA2)=MEANL7)
FうA〔K(NllNTIINA3)=MEAN(3)
G(コTO 4～
ち4 DO 50 K=1I9
D〇 500 1=lIZ
ST(i-K)=ST日 ●K)-(5T(3'K)･F)A(2'K)･ST(4'K)tBA(1'K))/(BA日 'K)◆BA(2,K)
l)
500 CL7(1T川∪=r
【1L'51 ト.〕=llr^Arl
L.~､.I
｢J二LL｣/.L一三(NP)
TlhナAH､〔,N)=DATfHhJ口,1)-1fuCKENIl,K)小,A【?.トトPACK(～.2,K)+
=川日 †くり /(iA(ZIK)+aA(1IK日
D^ TA(Nm K);DATA(NOIK)/(ST(1'K)･(ST(2-K)-～T日 'K))/(XJAX1-1.ODO)
1･l(XN-i.JDO))*｢E弓ETA(Kl
DHJO-A)=OATA(Nつ1K)
L)iC(川TLNいE
50 CLJNTIrlUE_
uLHTE(F).527LSAMPLEH ).L=lI9日(PEqSO～(J)lJ=1I3)
5Z Fr､LIHPT(lHO'100X'Z3H★ 亡∩LHTS PER IO SE〔CNDS/1H ,100X'27日+ A〔CELERAT
ll～,7VILTAGE l亡､KV/lHIIqllIILJXI3Aq)
UPIT←(/=CJ3)=)EJl(I) I=1'q)
53 Frlr川qT(1ト=〕'lHN(つ.72XtdHrJAr^亡'5XI9A5'3XI5トfTnTAL)
L)n '=)LIN･J=lIrJAXl
t7t･E)5 rlAP=lIlO
rlATA(1rJ†10)=0.O∩P
rJ=NAP
l)り 56 K=l▼10
r)∧TAP(N〔つIK)=0.ODO
E)ら 〔りNT]1UE
Dn 57 *こlI9
りATA(叫ullql=DATA(rutL(JいrlATA(NulKl
r)CIE18 '=119
DATAPM L7'K)=DATJILN'3'〃)■ALPLT4日く'叫)･OATAP川 D'K)
58 亡〔｣Tlflしけ
C)7 CONTf～L'E
r)r759 ㌧=1-9
DATAP('りIK)=DATAP(NOIK)/D^ TA(NOIlr〕)■〇日1つ1K)
DへTAくべつ'K1-1DATAPくNnIK1
5り CurlTrLlUE
55C〔)rJTINJE
nKITAC 45OO rLoLITLIAN oF)URCE 叩 (つ('仁IかILLtST [1ATF 74′12/27 PAGE OOO4 vER-N0 5.10
ERROR CLJl)E ⊂TP.TFMF-JT
'上TADl-.｢llrl)=0.ODC､
o l L=ll'Ll
tlO'K)こ､つ.nJIつ
〕A TA )(hlllKI=O.ODU
r)^ rP(N'､1K)=DATAENOIド)+lnIj.JnO
O∧~4(■､rl'10)=1)AT^ 川 C1-1∩)･r)ATA(～.J,K)
(,i C)NTINUE
C)O b2 (=lヽ Q
r〕(El｢1KI=りATA(Ntltk)/PhT【K)
L)ATAij川 'lIV)=【HN〔｢l＼)
3`2 こ M TL｢JUEつ｢ t)5 b,=1-9r?'lTApl＼｢lK)二nAT Al(AJr-lr)+.つXlK】
nf,TAP(.Liで 1ヽ())二日.OIO
D､'りd y=llウ
),'TAPいJrTIln)=r7ATAjつ(NL一日 0)◆nATAP (N｢IK
tっ4 〔(lNTl勺UF
川 tll)ト=lIq
nATAPENロIK)=L)(N〔)Ih】◆ rJLIyr～)/E)ATAP(～qI
D5⊂UJTい し･r
lL〕 he,K=119
1JITAP(1〇一㌧)=nATAP(＼Arlへ),,ETAL(K)
66('l`lTllUE
O- b7 =ヾ1'9
F(K)=5rlGL(DATA(NコI八日
Kll=K◆10
T:iKlCり =～I｣GLいJA7APlNnlh))
b7 CLllTINLノE
F(l〔1)=5rJrJL(C)ATA(ND◆1°))
'l=)NAME(NC日
uけtTE(るIb8)Nr｢INAPJF(～),(F(1)11=11⊥rJ)
f)8 FOPP'AT(lH ll3'2メI∧Rl(PFLl.2.5×▼F3.2/lト
RFAつ(5IT･J)YFAr〕
7O Fr〕々 p/lLT(Aq)
hqlTE(`= 71)YEAR
71 FrH トAT日 H0-lot)Xlf)rl上PIALYてEり'2X,Aa)
EPMA DATA 処斑lの半｢沌り化の試み
0日 TAC 4500 FORTRAN 5(〕URCE PROGRAM LlST nArF 74/17/27
15
?
?
???
? ?
?
??????? ??
㌧
?
??
?
? ?? ?
?
??
?
?
?? ???
?
〜??
?
??? ? ???
? ?
?
?
?
? ? ?
?????
? ??? ? ??
? ?
? ? ?
? ? ?? ? ?????? ?
?
? ?
?
?
?
?
? ?????
? ?
? ??
?
? ? ?
?
? ???????
? ? ? ?? ????????
?
?
?
???????????
?
?
?
?? ????
?
?
? ????????
?
?
ERROR CC〇F STATErErlT
DO〕BLE PRECI5TON METAL(Q),OX(9)'D〔)x(9)'CBETA(91,ALPHA(9.9),MHT(9
1BA(I,9)'NOX(い .SAMPLE(与)川EAN(3)†⊂PS(5'3)'5T(4'IO).DATA(50.101,
ZBACK(6･2'lO)'D(50'10)'r)ATAP(50-10)'YEA中川AMF(61,1M T.XN,
3PERS〔】N(3)
DI咋 N510N IHT(9).F(19)･IFA(6).lNAHE(50)-FCPS(5'31
READ(5り )=1∈T4｣(日 't=1191
3 FOFuAT(9D5.i)
READ(5-4)(ロYL1)lI=11q)
4 FORMAT(9r)3.i)
RFAD(r=).ら)‖)OX(】)り=119)
5 FUF!MJAT(9A8)
FtEAD(5It))( TMT(1hl三II9)
b F(〕RMAT(9A2)
Dロ 7 1=119
F(日 =0.0
RFAD(5'8日F(Ⅰ)r=1'9)
eF〔)RMAT(qFe).4)
DO g I=1I9
CBETA(I)=F(I)
9 CONT川uE
uRLTErい 】〇日DCyl:)1L=】
10 F(コRMAT(1-一O110-一事 こ/rlETA
REA[)(5'll〔)(PFR5C3.1日 )
110 FOFIMAT(3A8)
州HT仁(h.ll)(PER5つN(I)
l FOLlトlAT(luO▼15H･lALPHA
Dq lZ I=1,9L)り i 1
DO 13 J=llrlJ
REA[)(5114)F(J)
14 FqRl-AT(Fe).'日
ALP卜JA日 ,J)=F(J)
13 ccNTl■JLJL
山片ITE(ら,15日～T(Ⅰ)-(F(メ)lJ=1●9)
15FqRM∧T(lH IAZlqFq.4)
REA｢)(511El)(=(H Il=119)
lFIF'IDMAT(Flつ.4)
'DJ 17 1こいrJ
HJT(日=F()
17 〔CNTILJLL
Hr71TE(hlユ1)(DCX(1)Il二119)
LJRITE(f日llゴ日F(1)11=lIq】
118 F(コ1PAT(IllqFl(i.4)
>'ITE(トIlqH〇UX(1 11=1,9)
l`JFウq"4T(lト.つ-2 L)Ll書 fiACK ('QコUND LM.M.) 事/l卜｣'5XI9A己)
rJ口 Zl 】=11リ
REA〇(5IZZJFtJ)
OKITA〔 450O F〔〕qTLllN 5,3Uq〔E PqnGqAM ｣l三T
STATFr〔ヽ T
22 Ff｢トILIAT(仁王.i
うA(.'J)=FIJ)
)5F〇日r川T(11 .qFl.▲】
)0 ｢･1rJTl■り E
ilFA･)【う'74日LJAVF日 )Ⅰ=lIFl)
ご4 FL■J､lATE-,
F)LrL'lL,,7㌧日 l｢H l)':=1,F.)
}5F､1r…いTLDl?)ノL,卜川小目 IL'r71TE( -)rH い JAリF(日 Ⅰ=1'F,)
>b ト㌧〕ミrAハ1日 ←二･3 4LJ･HJAVE つ｢ MINERAL TJ〔XYCE｢寸5 弓A5Er)/lHOI5X,A
lhトーl?/川 -r.X,AR･F,×･1州 =4/liH 'らX'A8,F)1バ J1=h/1HlqX.Aqlい
2 1h ^J=J/1 15×'ニ5'い 'LIH～三?L/.LH 15XIM ,EL米-4HN=Z二日
■-
､iL )=lFエ'L
ノて こ'rTTJ
h｢日日',-2-H(~い ｢LFH)●l=1,9)
ZH Fr-.IvハTいlAp,)
JEAl)(うliq】＼1hY】
PL) FrJI… TH P)
YP^AXI=rJAXI
Lt'｢A.'J(㌔.30日 】叫 一【() r=†｡HJHH
31二F〔1iUムT(IZl
1～
う2
33
ち～
gヨ
hLillTE(亡,311
･-し一,い り rーlil.Isロ(⊥Ll-)Iこx -LliLJATA
IX･5Hr､†､L･9X･5日い フつHrLjAN.｣
LIEM (51う2)plワ'川 T'hLHl-rlAZ.NAB
L15T'い 'Dll1H-)/ilo,3H.lG‥lX.JIHnT
l lH ･ 叫 lvIJH..2CH的 .3日
F(つr汁hTtうⅠさ)
NLIJI)=rJrl･川 †-TJAl･NAZ◆NAユ
-ilAtH5.3E,)HF〔Ds日 日 ,J=1.3).I=1,仁)
Frl,i/IりT(1｢7.i)
tl;U TE(い3r,川コ,lヽ T.Ml･r<A2'～A3'(==r D亡(I,J-lJ=1,3)= =115)
｢(]LerJATt 1515'6×'lE,F7.i)
r)∩ 37J=115
rlAN(日 =日.Ol10
17 (lJpITIJしこ
rbn て1 】=l'S
hL1 3()J=1I3
rP'(L -1=E〔P5(IIJi
Cp5(1･J】= 〔 〇5(.'J)/(1.0｢)0-CP5(
ME,lrJLJ卜 L'こ 叫())･rD5(7.J)
5日 C｢1ト｣TJH
1｢ ト､｣r1-】) )ij141.｣ウIlうTlrhJー '､tlLl)=UFFL.(1
5丁 目 卜tT,I.DZ)=〃≡J4L(L')
5T(IJー J'lさ)='JEJ'.(3)
GL) -り 42
16 川 手? (/,
§ DATA INPUT の方式
インプット･データのセ ソトは,イ)共通データのセ
ソト,2)分析値のテ一夕のセットに,2人別される･
それそれについてプログラムにインプ ットするIr虻吊',に
従ってのべる.
ィ)共通テ一夕セ ソト*
1. 椴化物の形でノヒ素の数 (5)式でTnA
9D3.1
2.恨化物の彬で性糸の数 (5)式でIA
3 惚化物
これは,SI02等とインプットする
4. 7亡三三名
これは,SI等とインプットする
5. スタンダー ドのCWSt/Pwstの伯
6. 誰のα-Fa(､t()rを使うか,人名
241才:以内
7. α-Factor
**
9D3.1
9A8
9A2
9F6.4
3A8
F6.4
8 憤化物のMolt､cHlarWI,ight
FI0.4
9. 十Baek (nm),-BiL(･k (nml)
F3.1
10 鉱物名 6A8
一つの鉱物について,8′｢以内で,6コまでイン
プットできる.鉱物のlET.1枚は簡軌 こ増すLifができる.
ll. 鉱物の依兼敏 6Ⅰ2
示性式を求める際に必盟で,10.で鉱物名をイン
プットした仙1に従って,インプ ノトする.
ロ)分析値のデータセット
12.サンプルY. 9A8
***
分析したサンプルが何てあるかを,英数文字 で
72'f二でインプ ソトする.
13 iuFJ点の最大数 Ⅰ2
14 み測点が何という鉱物であるかを示す. I2
uTlrL番号 1から近大mljIi敬まで2ケタの解散でイ
ンプットする.この場合,例えは し｣5とインフ〉ット
すると,10.の鉱栃i:]で5番Ejにインプットした鉱
物が,そのiRFJ,むの鉱物Y.を示す釣 こなる.構造式は,
*1-5,8,9はSi,Ti.Al.F一､,Mn,MFr.
LJLJUL,JLJLJLJLJULJLJLJLJLJLJ
iNOJLINTJLNT)LN2JLN3)
Fig.6
12345.6
12345.6
12345.6
12345.6
12345.6
CPS ON
CHAN｡1
12345.6
123450 6
12345.6
12345.6
12345.6
CPS ON
CHAN.2
12345.6
12345.6
12345.6
12345.6
12345.6
CPS ON
CHAN.3
Fig.7
ll.で示 した5番目にインプットした数の較射 ⊂放
づいて計算される.
15 5tliI測定 したデータが何であるかを示す.
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このデ-タセ ノトを図6をもとに以下にの-る.
a)NO
TAPE CONVERT pROGRAMMEで変換
した分析デ-タは,5才J3列の行列がセットにな
っている. (咽7)
NOで示す.又, このデータセットがスタング-
卜である場公には,100とインプ ソトする.
l)) INT
l､勾7で示されたデータセットの測点番号がNO
で分った. (スタンクー ドであるかどうかの判断.
であるか1り卸 した.)
これが,ど-クの捌Iji:であるか,丈は,バック
の測iJであるかを INTで示す. (1､48)
Cil,Nil,KのIFrliにインプットする
**α-FatlLorはαELEMENT-OXIDEの子｣-列Eli善言を l二のIFirに従ってインプットする,
***英数文字が 72字に満たないときは,チ-タ終 fコ- ド (OKITACではTABコー ド)をサンfLしておく.
F:PMA DATA 処印の判I用 ,llJl,Jj試み
CCハ】･
HCKLrJLH＼1
｢ -1 ＼ヽ)=iITLl十)rl
1 ゝユ 2 Tl '‡ 11 4 ド( -'＼lr,
(､ ヽ1コ T Ca tj ＼ li LIK rtL ､＼k
･.1.日
L,)Nl,N2,N3
Nl.N2,N3はそれそれFlJ,rl,Jf]T2, T)73
チャンネルUjjtJ/宗Y,を示す.
J己,iJi1.はFく19に示す
ここでI､ズ19で,10 BLANK と記入されてい
るものは次の意喋を持つ.
当研l'jtl.J所のEPMA(_JXA -5A)は3チャンネ
ル同時洲定日J能であるが,何時も,3チャンネル
を同時に1Lil用 している訳ではない. (lyjえば.ス
していないチャンネルは,仙川lしていないとLリj記
されなけれはならない. (5I3の形式で,DA-
TA READしているから), そのElfを.シンボ
ライズしたものが｣｣10という3ケタの敬′;'の Ilf,-
○である.
16.測定 した[｣付
英数文字8字でIhEJ定 したL汗Jをインプ ノト丁/:I.
§ ま と め
OKITAC 4,500Cを性一)て,EPMA I:JXA--5A)
のデータ処比の㌣l)j化を試みた.
CODE CONVERTに約20分
テ-タの和†;肘 二的 1時 Hllr'-
OKITAC 4,500CでL汁印終 J′に約5分
71,i_器を使用する場缶や,DEAD TIME,BACKGR-
OUNDの捕JIJした情をPUNCH OUTした横に, ]ン
ヒ:_一夕ーて.チ-タ処理,+i-子｣-うというプ7J式に比卓p,;P､｢る
と,風土紬l'JlAl{(力化とい/J･_上:).
しかしながら,十回の試みは.′F'くまてi/阜′7'けj化II
17
.黙ま-)でJtり,データ処刑の完全日動化ではない.
lpi(I, JXA-5Aのオンラインテレタイプのコー ドを
JEOL CODEか ら,ISO CODEへ空JilAするlJi-を挽
L.川】である.もし,こL)CO〔)E変ulが美｣Ll.されると,
vl土な,:)rTあろ う
今川のL.試みでは,9)L対日のプログラムについて,のへて
きた. しか しなが ら,I.～;'lに91tLJi/三用プログラムを必要と
しているわけではない. ､VJ研究所では,目的に応じたプ
ロクラムで,データ処雅をfrうというシステムを採用 し
ている.
111′1,DISKに5ノしぶ LSi,Al,FtJ,Mg,Ca)
と,今F=Jの試みでのべた9ノL対 日のプログラムを記憶させ
ている.丈,12JL,i;(Si,Ti,Al,Cr,Fp,Mg,
Mn,Ni,CL),Cil,Nl,K)用 のプロクラムも作或中
てあ,:'.
この肘 こDISKに.捌二L'しさせておいて,必要に比こじたプ
ロクラムを呼ひけ.してLll印させる場合は.計?打の毎ごと
に, プロクラムをコンビ:L一夕ーErji･,ziませろ必要はなく,
必L注lヒしているプロクラムの咋1miLf;'†令さえ,与えれ
使用(1､七 日えるであろう.
･Ljlf畑二.平石が,olivintL とarnfl川 lojFp,Mg分
配で与奪でTLIられたolivin･Jr=Lrirnt,tの分析伯を計打倒
として示す. (岡10)
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tholtliiLh･aTldpsHeI.ronHakonpvolcano. SEMIrAUTOMATIC PROCESSING OF
Cofltr.Mint,ral.antity･trol.26.265-275 EPMA DATA.
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FOR HZGHPlEきSUFI【SYNT咋SlZEt)PR(1DU⊂TS
*〔ノBEIA+
さZOZ ALZロ3 FEO PG(〕 CAO
O.505l i.000ロ 0.8744 1.ODOO 0,･4595
]02 ALZP3 FErl IC'O CAO
'00D(〕 1.4300 1.26001.3700 1.D～DO
.D208 1.0000 1.d8()O1.7bOO 1.2200
.1700 1●1～0〔ヽ 1.OOOO 1.lbOO 1.lbDO
～】CZ ALZロ3 FEO PGn CAD
bO.0848 101.9blZ 71●8･Ibd dO.ユ044 5b●079-I
EurドrlROUNl)(I.～.)■
S】OZ へ｣203 FEO HGO 〔A〇
4.0 ｣1.0 4.0 4.C 4.0
b.0 I).O I.0 b.0 I.0
AYE OF ltlNLLZAL ～OXY(コEPI5 8A～LL)
()ARNET N=lZ
OLH/1NE 八三4
PYROXENF N=6
～PlNEL ～:且
?
? ? ? ? ?? ??
?
?
??
??
? ?
? ?? ?〜?
? ?? ? ? ??? ? ? ? ??〜????? ??
EPMA DATA 処理の半自動化の試み
???????? ? ? ?? ?? ??????? ???? ? ????? ??? ? ??? ? ? ???????? ? ??? ? ?????? ??? ? ???? ????? ? ? ???? ?????????? ?? ? ? ???? ?? ????? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?? ??? ? ?
?
???????? ? ??? ??????????? ??????? ????????????????? ?? ? ?
?
? ?
? ?
? ? ? ? ?
??
? ?
?
?
?
??
?
? っ ?
??
?
?
? ?
?
? ??
?
? ?
?
? ??
?
? ?
? ? ?
?
? っ ? ?? ?
?
?
?ー
? ?
? ? っ ? っ ?
? ?
? ???
? ? ?
? ? ? ? ? ? ?? ??? ???????? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ??? ? ? ?? ? ?? ? 〜 ? ?? ? ?? ? ? ? ? ? ?????? ??? ?? ??? ?? ???
? ???
?
?
?
??
?
?
? ??
? ?
??? ?? ??
?
?????
?
? ?
???
?
?
?
?
? ? ?
?
?
?
?
?
?
?? ?
?
?
?? ?
?
?
?
? ?
?
?
??? ?
? ?
? ?
?
?
? ?
?? ?
????
?? ???????
? ? ? ??? ? ? ?? ? ?
?????
? ? ? ?? ? ?
??? ???
???? ? ? ?? ??? ? ? ? ?? ? ? ? ? ?? ? ?? ?? ?? ?
RUN Nn･57FALM 50-50 17KB 1000 〔 12 HOUR5 W NlSEALED IRONCAD5U｣E 川AKAMUF川 RKUSHIRO)ヰ
20 1日 蓄 智 佑
